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(57)【要約】
【課題】設備コストとランニングコストを著しく低減し
ながら、液面レベルが変動しても効率よく液体を攪拌し
ながら曝気する。簡単な構造で、耐久性があって故障を
少なくする。
【解決手段】攪拌装置は、所定量の液体を蓄える攪拌槽
１と、この攪拌槽１の液体を底部から吸入して上部に排
出して攪拌するエアーリフトポンプ２とを備えている。
エアーリフトポンプ２は、攪拌槽１に底部から液面に伸
びるように配設されて、底部に吸入口７を、上部に吐出
口６を開口している上昇管３と、この上昇管３の底部に
空気を供給する空気ポンプ４とを備えている。エアーリ
フトポンプ２は、上昇管３の上端と底部との間に複数の
吐出口６を分岐して設けており、攪拌槽１の水深によっ
て排出する吐出口６を変更している。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定量の液体を蓄える攪拌槽(1)と、この攪拌槽(1)の液体を底部から吸入して上部に排
出して攪拌するエアーリフトポンプ(2)とを備える攪拌装置であって、
　前記エアーリフトポンプ(2)が、攪拌槽(1)に底部から液面に伸びるように配設されて底
部に吸入口(7)を上部に吐出口(6)を開口している上昇管(3)と、この上昇管(3)の底部に空
気を供給する空気ポンプ(4)とを備えており、
　前記上昇管(3)は、上端と底部との間に複数の吐出口(6)を分岐して設けており、攪拌槽
(1)の水深によって排出する吐出口(6)を変更するようにしてなるエアーリフトポンプ(2)
を有する攪拌装置。
【請求項２】
　前記吐出口(6)が、上下方向から水平方向に湾曲または折曲してなる分岐管(8)を有する
請求項１に記載される攪拌装置。
【請求項３】
　前記吐出口(6)が、上昇管(3)の両側に開口されてなる請求項１に記載される攪拌装置。
【請求項４】
　前記上昇管３の底部に、液体、粉体、気体のいずれか又はこれらを混合してなる被混合
物を注入する注入器(12)を連結しており、この注入器(12)から供給される被混合物を上昇
管(3)の内部に上昇する液体に混合するようにしてなる請求項１に記載される攪拌装置。
【請求項５】
　前記注入器(12)を、空気ポンプ(4)と上昇管(3)とを連結してなる空気配管(5)の途中に
連結してなる請求項４に記載される攪拌装置。
【請求項６】
　前記注入器(12)が液体の被混合物を供給する供給ポンプ(13)を備える請求項４に記載さ
れる攪拌装置。
【請求項７】
　前記攪拌槽(1)がビル排水槽(21)で、このビル排水槽(21)の排水をエアーリフトポンプ(
2)で攪拌する請求項１に記載される攪拌装置。
【請求項８】
　前記空気ポンプ(4)がダイアフラム式ポンプである請求項１に記載される攪拌装置。
【請求項９】
　前記上昇管(3)が上端を閉塞し、又は開口している請求項１に記載される攪拌装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エアーリフトポンプを備える攪拌装置に関し、とくに、ビル排水槽の排水を
攪拌するのに最適な攪拌装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ビル排水槽は、ビルで発生する汚水を一時的に蓄えて下水道に排水するために、ビルの
地下などに設置される。このビル排水槽は、汚水に含まれる汚泥や有機物が腐敗して、メ
チルメルカブタンや硫化水素などの悪臭物質を発生させる。この弊害を防止するために、
東京都では「建築物における排水槽等の構造、維持管理等に関する指導要綱（ビルピット
対策指導要綱）」が施行されている。この指導要綱に基づき、汚水の悪臭を防止する装置
が開発されている。この用途に使用される攪拌装置として、水中モータでスクリューを回
転し、上から汚水を吸入して水平方向に噴射する装置が使用される。さらに、この装置は
、曝気して汚水に酸素を補給するために、加圧空気をスクリューの部分に供給して、空気
と汚水とを攪拌して噴き出している。この攪拌装置は、水中モータを使用するので、設備
コストが高くて耐用年数が短く、さらに、消費電力が大きいことからランニングコストも
高くなる欠点がある。
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【０００３】
　汚水を攪拌しながら曝気する装置は開発されている（特許文献１参照）。この公報に記
載される装置は、図１に示すように、水中に気泡を噴射して曝気しながら、気泡の上昇力
で液体を上昇して攪拌するので、簡単な構造として設備コストを低減できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平８－１０３７９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、図１に示す攪拌装置は、効率よく液体を攪拌できない欠点がある。とく
に、攪拌槽の液面レベルが変動する状態において、攪拌槽に蓄えられる液体を効率よく攪
拌できず、また、効果的に曝気することも難しい欠点がある。
【０００６】
　本発明は、さらに以上の欠点を解決することを目的に開発されたものである。本発明の
重要な目的は、設備コストとランニングコストを著しく低減しながら、液面レベルが変動
しても効率よく液体を攪拌しながら曝気できるエアーリフトポンプを備える攪拌装置を提
供することにある。
　また、本発明の他の大切な目的は、簡単な構造で故障部分がなく、耐久性があって故障
を少なくできる攪拌装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段及び発明の効果】
【０００７】
　本発明の攪拌装置は、所定量の液体を蓄える攪拌槽１と、この攪拌槽１の液体を底部か
ら吸入して上部に排出して攪拌するエアーリフトポンプ２とを備えている。エアーリフト
ポンプ２は、攪拌槽１に底部から液面に伸びるように配設されて、底部に吸入口７を、上
部に吐出口６を開口している上昇管３と、この上昇管３の底部に空気を供給する空気ポン
プ４とを備えている。エアーリフトポンプ２は、上昇管３の上端と底部との間に複数の吐
出口６を分岐して設けており、攪拌槽１の水深によって排出する吐出口６を変更している
。
【０００８】
　以上の攪拌装置は、設備コストとランニングコストを著しく低減しながら、液面レベル
が変動しても効率よく液体を攪拌しながら曝気できる特徴がある。それは、以上の攪拌装
置が、上昇管の底部と上端との間に複数の吐出口を設けているからである。複数の吐出口
を設けている上昇管は、液面レベルが変動しても、液面レベルと同じレベルにある吐出口
か、あるいは液面レベルよりも下方にあって、最も液面レベルに近い吐出口から液体が排
出されるからである。すなわち、液面レベルに最も近い最上部に開口される吐出口から吐
出され、この吐出口よりも下方にある中間の吐出口からは排出されず、むしろ中間の吐出
口からは、攪拌槽の液体が吸入されて、液面レベルに近い吐出口から吐出される。すなわ
ち、本発明の攪拌装置は、エアーリフトポンプの上昇管に複数の吐出口を設けているが、
液面レベルを検出して、液体を排出する吐出口を選択する機構を設けることなく、変動す
る液面レベルに最適な、液面レベルに最も近い最上部の吐出口から排出して、上昇管でも
って液体を効率よく攪拌できる。エアーリフトポンプは、液体を吸入する底部から吐出口
までの揚程を大きくして液体の移送効率を高くできる。以上の上昇管は、複数の吐出口を
設けており、しかも、液体を排出する吐出口を特定する機構を設けない簡単な構造ではあ
るが、液体を排出する吐出口は、液面レベルに最も近い最上部のものに自動的に選択され
る。このため、液面レベルが変動しても、つねに最高の揚程となるように吐出口が自動的
に選択され、上昇管は効率よく液体を上昇して攪拌できる。変動する液面レベルに対して
最も揚程を高くする状態で液体を移送する上昇管は、液体を攪拌槽の底部から吸入して液
面レベルの近傍で水平方向に排出することで、図３と図４に示すように、液体を攪拌槽の



(4) JP 2010-172811 A 2010.8.12

10

20

30

40

50

内部で対流させるように流して強制的に攪拌する。また、上昇管の内部の液体は、供給さ
れる気泡によって実質的な比重を小さくして上昇されることから、気泡と一体となって上
昇することはなく、気泡が液体よりも速く上昇することで、気泡と液体とが相対運動して
効率よく曝気することもできる。また、高揚程となるように吐出口が選択されることから
、上昇管を上昇する気泡は、変動する液面レベルに対して最も長く液体に接触して、効率
よく曝気する。
【０００９】
　さらに、以上の攪拌装置は、水中モータやスクリューなどの複雑な部品を必要とせず、
単なる筒体であるから、極めて簡単な構造であって故障部分がなく、耐久性があってメン
テナンスを簡単にできる特徴も実現する。
【００１０】
　さらにまた、以上の攪拌装置は、曝気するために大きなブロワーなどを使用する必要が
なく、消費電力を小さくして騒音レベルを極めて低くできる特徴も実現する。また、以上
の攪拌装置は、簡単な構造の上昇管と、これに空気を供給する空気ポンプでもって、攪拌
槽の液体を効率よく攪拌しながら曝気できることから、エアーリフトポンプで効率よく液
体を攪拌しながら、消費電力を少なくして、省エネルギーで経済的に運転できる。ちなみ
に、本発明者の実験によると、水深を約１メートルとする攪拌槽の液体を本発明の攪拌装
置と、水中ポンプとで攪拌したところ、本発明の攪拌装置は、４００Ｗの水中ポンプに匹
敵する流量を、わずかに５０Ｗのダイアフラム式ポンプからなる空気ポンプで実現するこ
とが可能であった。さらに、本発明の攪拌装置は、上昇管の底部に空気を噴射して強制的
に攪拌するので、攪拌と同時に効率よく曝気できる特徴も実現する。
【００１１】
　本発明の攪拌装置は、吐出口６が、上下方向から水平方向に湾曲または折曲してなる分
岐管８を有することができる。
　以上の攪拌装置は、上昇管で上方に移送される液体を、分岐管でもってスムーズに水平
方向に方向転換して水平方向に排出するので、攪拌槽の底部から吸入した液体を水平方向
に強制的に流すことで、全体の液体を効率よく攪拌できる。
【００１２】
　本発明の攪拌装置は、吐出口６を、上昇管３の両側に開口することができる。
　以上の攪拌装置は、吸入した液体を上昇管の両側に排出するので、上昇管を攪拌槽の中
間に配置して、その両側で液体を効率よく攪拌できる。
【００１３】
　本発明の攪拌装置は、上昇管３の底部に、液体、粉体、気体のいずれか又はこれらを混
合してなる被混合物を注入する注入器１２を連結して、この注入器１２から供給される被
混合物を上昇管３の内部に上昇する液体に混合することができる。
　以上の攪拌装置は、上昇管で液体を上昇させながら、ここに供給される被混合物を効率
よく攪拌できる。すなわち、簡単な構造で攪拌と混合の両方を実現できる。
【００１４】
　本発明の攪拌装置は、注入器１２を、空気ポンプ４と上昇管３とを連結してなる空気配
管５の途中に連結することができる。
　以上の攪拌装置は、空気配管を高速流動する空気のエジェクター効果を利用して、空気
配管に被混合物を吸入し、さらに、空気配管から上昇管に被混合物を噴射することで、簡
単な構造で効率よく被混合物を上昇管に供給して、均一に混合できる特徴がある。
【００１５】
　本発明の攪拌装置は、注入器１２が、液体の被混合物を供給する供給ポンプ１３を備え
ることができる。
　この攪拌装置は、液体の被混合物を供給ポンプで上昇管に供給するので、被混合物を確
実に安定して、必要ならば、被混合物の混合比率をコントロールしながら、被混合物と液
体とを均一に効率よく混合できる。
【００１６】
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　本発明の攪拌装置は、攪拌槽１をビル排水槽２１として、このビル排水槽２１の排水を
エアーリフトポンプ２で攪拌することができる。
　以上の攪拌装置は、とくにビル排水槽の汚水を効率よく攪拌しながら、曝気できる特徴
がある。また、構造が簡単でメンテナンスに手間がかからず、しかも消費電力を少なくで
きるで、経済的にビル排水槽を強制的に攪拌しながら曝気できる特徴が実現される。
【００１７】
　本発明の攪拌装置は、空気ポンプ４をダイアフラム式ポンプとすることができる。この
攪拌装置は、空気ポンプとして、構造が簡単なダイアフラム式ポンプを使用するので、耐
久性があって空気ポンプを安価にできる特徴がある。
【００１８】
　さらに、本発明の撹拌装置は、上昇管３の上端を閉塞し、又は開口することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】従来の攪拌装置の断面図である。
【図２】本発明の一実施例にかかる攪拌装置の使用例を示す概略図である。
【図３】本発明の一実施例にかかる撹拌装置の概略構成図である。
【図４】図３に示すエアーリフトポンプの拡大断面図である。
【図５】本発明の他の実施例にかかる撹拌装置の概略構成図である。
【図６】図５に示すエアーリフトポンプの拡大断面図である。
【図７】エアーリフトポンプの他の一例を示す拡大断面図である。
【図８】エアーリフトポンプの他の一例を示す拡大断面図である。
【図９】エアーリフトポンプの他の一例を示す拡大断面図である。
【図１０】エアーリフトポンプの他の一例を示す拡大断面図である。
【図１１】エアーリフトポンプの他の一例を示す拡大断面図である。
【図１２】エアーリフトポンプの他の一例を示す拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施例を図面に基づいて説明する。ただし、以下に示す実施例は、本発
明の技術思想を具体化するための攪拌装置を例示するものであって、本発明は攪拌装置を
以下のものに特定しない。
【００２１】
　さらに、この明細書は、特許請求の範囲を理解しやすいように、実施例に示される部材
に対応する番号を、「特許請求の範囲」および「課題を解決するための手段の欄」に示さ
れる部材に付記している。ただ、特許請求の範囲に示される部材を、実施例の部材に特定
するものでは決してない。
【００２２】
　図２と図３は、攪拌装置をビル排水槽２１の汚水を攪拌して曝気する装置に使用する具
体例を示している。この攪拌装置は、攪拌槽１をビル排水槽２１として、ビルピット２０
の汚水を攪拌して曝気する。ビルピット２０であるビル排水槽２１は、攪拌装置で汚水を
攪拌することで汚泥の堆積を防止し、さらに曝気することで、汚水に酸素を補給して好気
性の微生物の作用で有機物を分解して硫化水素やメチルメルカブタンなどの悪臭成分の発
生を防止する。ビルピット２０で発生する硫化水素などの悪臭成分は、マンホール２２か
ら漏れて悪臭の原因となり、さらに、これが下水道３０に排水されると下水道３０を腐食
する原因となる。下水道３０が腐食して穴があくと、道路が陥没する等の大きな弊害が発
生する。このことから、ビルピット２０の汚水は、硫化水素などの悪臭成分の発生を防止
することが大切である。
【００２３】
　ビル排水槽２１は、図２に示すように、ここに蓄える汚水を排水ポンプ２３でもって公
共ます２４から下水道３０に排水する。ビル排水槽２１は、ビルの汚水が供給されるので
、液面レベルが変動する。したがって、ビル排水槽２１は、液面レベルが変動しても効率
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よく汚水を攪拌して曝気することが大切である。図３の攪拌槽１は、ビル排水槽２１の攪
拌槽１に設けている上昇管３と、この上昇管３に空気を供給する空気ポンプ４からなるエ
アーリフトポンプ２を備えている。
【００２４】
　エアーリフトポンプ２は、図３と図４に示すように、攪拌槽１の底部から液体である汚
水の液面に伸びるように配設している上昇管３と、この上昇管３の底部に空気を供給する
空気ポンプ４とを備えている。エアーリフトポンプ２は、空気ポンプ４で上昇管３の底部
に空気を供給する。空気が供給される上昇管３は、液体に混合される無数の気泡によって
液体の実質比重を小さくして上昇させる。汚水は、上昇管３を上昇して攪拌槽１であるビ
ル排水槽２１の内部で強制的に攪拌される。さらに、汚水は、無数の気泡に攪拌状態で接
触して曝気されて、酸素が補給される。
【００２５】
　上昇管３は、上下の両端部を開口しているパイプで、垂直に配置される。上昇管３は、
垂直姿勢として最も効率よく汚水を上昇して攪拌できる。ただ、上昇管は傾斜して配置し
て汚水を上昇することもできるので、必ずしも垂直姿勢に配置する必要はない。上昇管は
、下端を攪拌槽の底面から離して、攪拌槽の底部の液体を吸入する。
【００２６】
　図３と図４の上昇管３は、連結アーム１１を介して底プレート１０に下部を連結して、
垂直姿勢に自立できる構造としている。底プレート１０は金属板で、上昇管３を攪拌槽１
の内部で自立できる大きさと重さとしている。底プレート１０は、ビル排水槽２１のマン
ホール２２を通過できる大きさとしている。このエアーリフトポンプ２は、マンホール２
２からビル排水槽２１に挿入して簡単に設置できる特徴がある。ただ、本発明の攪拌装置
は、用途をビル排水槽の汚水攪拌と曝気には特定しないので、底プレートの大きさは、各
々の用途に最適な大きさとすることができる。上昇管３は、連結アーム１１を介して底プ
レート１０の上面から離して配置して、下端を開口して吸入口７としている。
【００２７】
　上昇管３は、上端と底部との間に複数の吐出口６を分岐して設けており、攪拌槽１の水
深によって排出する吐出口６を自動的に変更するようにしている。図の上昇管３は、上端
と中間に３つの吐出口６を設けている。ただ、上昇管は、２つの吐出口を設け、あるいは
４つ以上の吐出口を設けることができる。とくに、液面レベルが大きく変動する攪拌槽に
使用される上昇管は、吐出口を多くして、液面レベルの近傍に液体を排出して効率よく攪
拌できる。
【００２８】
　吐出口６は、上下方向から水平方向に湾曲する形状としている。この吐出口６は、液面
に排出する汚水を、垂直方向から水平方向に向けてスムーズに排出する。このため、汚水
を水平方向に効率よく排出できる。この構造の吐出口６は、上昇管３の途中に排水管の継
ぎ手に使用される「９０°大曲りＹ」を使用して実現できる。排水管用の継ぎ手は、排出
をスムーズに流すように、所定の曲率半径で湾曲するように分岐管８を連結している。図
３と図４の上昇管３は、複数の吐出口６を同じ方向を向くように、片方に向けて開口して
いる。この上昇管３は、底部から吸入する液体を上昇管３の片側に排出する。この上昇管
３は、図２に示すように、攪拌槽１であるビル排水槽２１の片側に設置されて、吸入する
汚水を中央に向けて噴射して、全体を均一に攪拌する。
【００２９】
　図５と図６に示す上昇管３は、互いに異なる方向、図にあっては、互いに反対方向に向
かって液体の汚水を排出する一対の吐出口６を設けている。この上昇管３は、各々の吐出
口６を、対向する両側に向かって、水平方向に湾曲する形状としている。この上昇管３は
、吸入する液体の汚水を、互いに反対方向に向けて水平方向に排出して攪拌する。この上
昇管３は、攪拌槽１の中央部に設置されて、全体の液体を効率よく攪拌する。
【００３０】
　図３ないし図６の上昇管３は、上端を空気抜き部９として開口している。この上昇管３
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は、上昇する空気を空気抜き部９で排気しながら、空気と共に上昇する液体を吐出口６か
ら水平方向に向けて排出する。図７と図８の上昇管３は、上端を垂直方向から水平方向に
湾曲して、吐出口６を水平方向に開口している。この上昇管３は、上端の吐出口６からは
、空気と液体の両方を排出する。この上昇管３は、上端の吐出口６を液面レベルに配置し
て、効率よく液体を攪拌できる。それは、空気と液体とが同じ方向に排出されて、効率よ
く液体を排出して吐き出し流量を大きくできるからである。
【００３１】
　さらに、図９に示す上昇管３は、上下方向から水平方向に向かって、９０度に折曲する
分岐管８を設けて吐出口６としている。この上昇管３は、空気と共に上昇する液体を水平
方向に設けた分岐管８に通過させて、吐出口６から排出する。さらに、上昇管は、図示し
ないが、互いに異なる水平方向に折曲する一対の分岐管を設けて吐出口を設けることもで
きる。この上昇管は、吸入する液体の汚水を、互いに反対方向に向けて水平方向に排出し
て攪拌する。さらに、図９の上昇管３は、上端を空気抜き部９として開口しており、上昇
する空気を空気抜き部９で排気しながら、空気と共に上昇する液体を吐出口６から水平方
向に向けて排出している。ただ、水平方向に折曲する分岐管を備える上昇管は、上端を開
口することなく閉塞して、上端に設けた吐出口から空気と液体の両方を排出することもで
きる。
【００３２】
　以上の上昇管３は、上部の吐出口６を、ほぼ９０度に湾曲または折曲する形状としてい
るが、上昇管は、吐出口を必ずしも９０度に湾曲または折曲する必要はなく、９０度より
も小さい角度に湾曲または折曲し、あるいは９０度よりも大きな角度に湾曲または折曲す
ることができる。上部の吐出口を湾曲または折曲する上昇管は、たとえば３０度よりも大
きく９０度よりも小さい角度に湾曲または折曲して、液体を水平方向に排出して攪拌でき
る。
【００３３】
　上端と中間とに複数の吐出口６を有する上昇管３が液体の汚水を吸入して排出する状態
を図４と図６に示す。図４と図６は、液面レベルが上端の吐出口６の近傍にある状態を実
線で示している。この状態で、上昇管３は、吸入する液体の汚水を上端の吐出口６から吐
出する。中間の吐出口６は、吸入する液体の汚水をほとんど吐出することはない。それは
、液体は流速が速くなるにしたがって圧力が低下することから、上昇管３の内部を液体が
上昇することで内圧が低くなるからである。上昇管３の内圧が低下すると、中間の吐出口
６からは液体が吸入される。ただ、上昇管３の内圧は流速によって変化するので、流速が
低い状態での内圧の低下は小さく、液中にある中間の吐出口６は、わずかに底から吸入し
た液体を吐出することもある。ただ、吐出量は少なく、上昇管３は底から吸入した液体の
ほとんどを液面レベルに吐出して、攪拌槽１の液体を効率よく強制的に攪拌する。
【００３４】
　液面レベルが低くなると図４と図６の鎖線Ａで示すように、液面レベルに位置する中間
の吐出口６から液体が吐出されるようになる。上昇される液体が上端の吐出口６まで持ち
上げられるよりも、液面レベルにある吐出口６からスムーズに流出されるからである。た
だ、上端と中間の吐出口６との高低差が小さく、上昇管３を上昇する液体の流速が速いと
、液面レベルよりも上にある吐出口６からも液体が吐出されることもある。この状態で、
液中にある吐出口６は、図４と図６の実線の状態と同じで、わずかに液体を吸入し、ある
いは吐出し、あるいはほとんど吸入も吐出もしない状態となる。したがって、上昇管３は
、攪拌槽１の底部から吸入した液体を液面レベルに吐出して攪拌する。
【００３５】
　上昇管３は、底部に、空気配管５を介して空気ポンプ４を連結している。空気ポンプ４
から供給される加圧された空気は、空気配管５を介して上昇管３に供給される。上昇管３
に供給される空気は、無数の気泡となって上昇管３内に噴射されて、上昇管３内の液体の
比重を小さくして上昇させる。空気ポンプ４は、上昇管３の底部に加圧空気を供給できる
ポンプで、ダイアフラム式ポンプが使用される。空気ポンプ４は、上昇管３の底部の高い
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圧力に空気を加圧して供給する。水深が１ｍで水圧は１０ｋＰａとなるので、最大水深を
１ｍとする攪拌槽１は、１０ｋＰａよりも高圧の空気を上昇管３に供給して、上昇管３に
液体を上昇できる。たとえば、消費電力を５０Ｗとするダイアフラム式ポンプは、吐出圧
力を１１ｋＰａ、空気の流量を約５０リットル／分とするので、このダイアフラム式ポン
プを使用して、最大水深を１ｍとするビル排水槽２１の汚水を効率よく攪拌し、さらに曝
気も同時にできる。ただ、空気ポンプには、ブロアやコンプレッサを使用することもでき
る。ブロアは、供給する空気の流量が多くできる特徴がある。また、コンプレッサは、吐
出圧力を高くできるので、最大水深が深い撹拌槽に好適に使用できる。
【００３６】
　空気ポンプ４は、攪拌槽１の水深が深くなるにしたがって、吐出圧力を高くして、上昇
管３に空気を気泡の状態で噴射できる。したがって、空気ポンプ４の吐出圧力は、攪拌槽
１の水深により最適値に設定される。また、エアーリフトポンプ２は、空気ポンプ４の吐
出流量を多くし、また、上昇管３の内径を大きくして、上昇する液体の流量を大きくでき
る。したがって、上昇管３の内径と空気ポンプ４の吐出流量と吐出圧力は、用途に最適な
ように設定される。
【００３７】
　さらに、攪拌装置は、被混合物を注入器で上昇管３に供給して、液体に被混合物を混合
することができる。被混合物は、液体、粉体、気体のいずれか又はこれらを混合したもの
である。図１０に示す攪拌装置は、上昇管３に注入器１２を連結して、液状の被混合物を
上昇管３の底部に供給している。注入器１２は、液状の被混合物を吸入して上昇管３に吸
入する供給ポンプ１３である。供給ポンプ１３から上昇管３に供給される被混合物は、上
昇管３を上昇する過程で液体と強制的に攪拌されて効率よく混合される。この注入器１２
は、上昇管３の底部に上向きにノズル１４を設けて、このノズル１４を供給ポンプ１３に
連結している。この注入器１２は、ノズル１４から上向きに被混合物を噴射して、上昇管
３で液体に混合している。
【００３８】
　注入器１２は、図１１に示すように、空気配管５の途中に液状の被混合物を供給するこ
ともできる。この注入器１２は、供給ポンプ１３に連結している供給ホース１５を空気配
管５の途中に連結して、被混合物を空気配管５に供給する。この攪拌装置は、上昇管３に
供給される空気に被混合物を添加しているので、空気と被混合物とが一緒に上昇管３に供
給され、上昇管３で被混合物が液体に混合される。以上の注入器１２は、液状の被混合物
を上昇管３に供給するものであるが、同じ構造で気体の被混合物も上昇管に供給して、液
体に混合して溶解させることができる。
【００３９】
　図１２の攪拌装置は、粉状の被混合物を液体に混合するもので、粉状の被混合物を上昇
管３に供給する注入器１２を備える。この注入器１２は、空気配管５の途中に、粉体タン
ク１６に連結している供給管１７を連結している。この注入器１２は、空気配管５を高速
流動して圧力が低下する空気のエジェクター作用で粉体の被混合物を吸入し、吸入した粉
体の被混合物を、空気を搬送気体として上昇管３に供給する。この注入器１２は、被混合
物を強制的に上昇管３に供給するポンプなどを使用しないで、被混合物を液体に混合でき
る。ただ、粉体の被混合物を強制的に上昇管に供給して、液体に混合することもできる。
液体に混合された粉状の被混合物は、液体に溶解され、あるいは溶解されることなく均一
に分散される。
【符号の説明】
【００４０】
　　１…攪拌槽
　　２…エアーリフトポンプ
　　３…上昇管
　　４…空気ポンプ
　　５…空気配管
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　　６…吐出口
　　７…吸入口
　　８…分岐管
　　９…空気抜き部
　１０…底プレート
　１１…連結アーム
　１２…注入器
　１３…供給ポンプ
　１４…ノズル
　１５…供給ホース
　１６…粉体タンク
　１７…供給管
　２０…ビルピット
　２１…ビル排水槽
　２２…マンホール
　２３…排水ポンプ
　２４…公共ます
　３０…下水道

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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